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折
雪
の
舞
う
悪
天
候
と
な
る
も
、

多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う

改
修
を
終
え
、
麗
し
く
整
え
ら
れ
た
本
殿
で
迎
え
る
最
初

の
正
月
、
悪
天
候
と
な
っ
た
三
箇
日
の
初
詣
者
は
少
な
い
よ

う
に
感
じ
ら
れ
た
が
、
翌
週

末
の
三
連
休
に
は
好
天
重
な

り
、
予
想
を
超
え
る
多
く
の

参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
「
乙
未
」
、

皇
紀
二
千
六
百
七
十
五
年

は
、
新
し
き
年
の
初
め
を
告

げ
る
大
太
鼓
が
境
内
に
鳴

り
響
く
と
同
時
に
神
門
が

開
か
れ
、
初
詣
の
人
々
の
波

が
怒
涛
の
如
く
仮
本
殿
に
広

が
っ
た
。
柏
手
を
打
ち
、
両

手
を
合
わ
せ
、
宗
像
大
神
に

会官
平
成
ノ
大
造
営

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

我
が
国
の
お
正
月
は
、
本

来
、
新
し
い
年
の
歳
神
様

ト
シ
の
神
様
）
を
迎
え

る
神
事
で
あ
っ
た
。
門
松ひも

□
(
 

は
そ
の
歳
神
様
を
祭
る
た
め
の
神

籠
で
あ
り
、
床
の
間
に
飾
る
鏡
餅
や
、

正
月
の
注
連
縄
な
ど
も
、
同
様
の
神

座
や
依
代
で
あ
る
。
お
迎
え
し
た

歳
神
様
は
人
々
へ
新
し
い
年
の
「
霊

魂
」
を
授
け
そ
の
年
の
招
福
を
も
た

ら
し
、
そ
の
お
力
を
い
た
だ
く
事
が

ト
シ
ダ
マ
（
年
魂
・
年
玉
）
で
あ
り
現

在
の
「
お
年
玉
」
の
原
義
で
あ
る
了
お

正
月
の
定
番
料
理
と
し
て
お
せ
ち

と
雑
煮
を
食
す
る
風
習
が
全
国
的

に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
本
来
お
せ
ち

と
は
年
越
し
膳
の
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
年
に
お
迎
え
し
た
歳
神
様
に
ま

ず
お
供
え
し
、
そ
の
お
下
が
り
を

家
族
・
親
族
と
共
に
頂
く
の
が
お
せ

ち
（
お
節
）
で
あ
る
。
共
に
食
す
る
事

に
よ
り
＿
年
間
の
家
族
の
無
病
息
災

を
祈
る
＿
つ
の
儀
式
で
あ
る
。
正
月

に
親
族
が
集
い
歳
神
様
の
お
力
を
頂

戴
し
そ
の
後
、
家
族
そ
ろ
っ
て
氏
神

様
に
お
参
り
を
す
る
。
＿
年
間
の
家

族
の
幸
せ
を
願
う
我
が
国
の
す
ば

ら
し
き
伝
統
文
化
で
あ
る
▼
毎
年
多

く
の
参
拝
者
、
老
若
男
女
が
ひ
た
む

き
に
神
前
に
祈
り
を
捧
げ
る
姿
を
目

に
す
る
度
に
、
こ
の
古
き
良
き
慣
習

を
絶
や
さ
ず
、
後
世
へ
伝
承
し
て
い

か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
（
中
）
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祈
る
参
拝
者
の
熱
気
が
境
内
に
：
み
く
じ
の
各
社
頭
で
は
、
神
職

満
ち
溢
れ
た
。
丁
こ
巫
女
、
巫
女
見
習
七
十
名

元
旦
午
前
零
時
に
は
、
恒
例
こ
か
応
対
、
神
酒
授
与
所
で
は
ノ

の
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
：
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
甘
酒
が
振
る

新
年
一
番
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
二
舞
わ
れ
、
年
明
け
の
賑
わ
い
も

引
き
続
き
各
団
体
参
拝
の
新
年

□ピ
ー
ク
に
達
し
た
。

祈
願
が
執
り
行
わ
れ
た
。
一
午
前
九
時
に
は
辺
津
宮
に
お

儀
式
殿
に
お
い
て
は
家
内
安
，
い
て
元
旦
祭
が
、
高
向
宮
司
以

全
や
厄
除
け
、
祈
願
殿
で
は
交
ニ
卜
神
職
の
奉
仕
に
よ
り
斎
行

通
安
全
祈
願
祭
が
次
々
に
斎
行
：
さ
れ
、
沖
津
宮
と
中
津
宮
で
も
一
り
を
求
め
る
参
拝
者
で
埋
め
尽
一
拝
が
続
き
、
連
休
中
は
概
ね
天
一

さ
れ
、
本
殿
前
、
祈
願
殿
内
、
福
一
同
様
に
執
り
行
わ
れ
て
お
り
、
：
く
さ
れ
た
。
ご
候
に
恵
ま
れ
、
境
内
は
晴
れ
着
一

三
宮
そ
れ
ぞ
れ
で
皇
室
]
本
殿
参
拝
の
後
、
宗
像
大
神
こ
姿
の
新
成
人
も
加
わ
り
華
や
い
一

の
弥
栄
、
国
民
の
安
泰
二
御
降
臨
の
地
で
あ
る
「
高
宮
祭
：
だ
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
特
に
一

が
祈
念
さ
れ
た
0

1場
」
、
沖
津
宮
の
分
霊
を
祀
る
了
十
一
日
は
、
も
う
一
度
正
月
が
一

時
折
雪
や
雨
の
舞
う
二
第
二
宮
」
、
中
津
宮
の
分
霊
を
二
米
た
よ
う
な
想
定
を
超
え
る
賑
一

悪
天
候
で
は
あ
っ
た
が
二
祀
る
「
第
三
宮
」
へ
参
拝
す
る
若
丁
ゎ
い
と
な
っ
た
。
一

午
前
八
時
頃
に
は
一
時
」
者
や
女
性
の
方
も
多
く
見
受
け
一
正
月
警
備
に
は
、
本
年
も
宗
一

天
気
も
回
復
し
、
初
日
：
ら
れ
た
。
こ
像
市
消
防
団
・
ふ
く
ろ
う
部
隊
・
一

を
浴
び
た
本
殿
が
輝
き
一
四
日
は
日
曜
が
重
な
り
、
四
一
宗
像
警
察
署
の
御
協
力
を
頂
き
、
一

を
放
ち
神
々
し
く
参
拝
二
目
迄
初
詣
参
拝
は
分
散
化
し
、
丁
大
き
な
問
題
も
な
く
滞
り
無
く
i

者
等
を
迎
え
て
い
た
。
こ
云
社
・
団
体
の
仕
事
始
め
の
参
二
止
月
を
終
え
る
事
が
出
来
た
。
一

午
前
九
時
過
ぎ
頃
に
は
こ
拝
が
、
最
も
集
中
し
た
の
は
五
日
一
新
装
さ
れ
た
本
殿
で
迎
え
た
[

大
駐
車
場
も
満
車
、
参
二
月
）
で
あ
っ
た
。
一
最
初
の
正
月
、
三
箇
日
は
悪
天
一

道
は
ゆ
っ
く
り
と
し
た
一
十
日
か
ら
の
三
連
休
は
、
ス
こ
候
と
な
る
も
、
そ
の
後
は
好
天
一

長
い
列
が
つ
づ
き
、
各
：
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
新
年
祈
願
や
こ
に
恵
ま
れ
全
般
的
に
大
き
な
崩
一

授
与
所
の
御
社
頭
も
縁
―
企
業
の
成
人
祭
、
各
地
か
ら
の
：
れ
と
は
な
ら
ず
、
多
く
の
参
拝
一

起
物
や
御
神
札
・
御
守
一
初
詣
バ
ス
ツ
ア
ー
で
の
団
体
参
」
者
で
大
い
に
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
一
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十
二
月
三
十
一
日
「
師
走
（
年
越

大
晦
日
、
午
後
三
時
し
）
の
大
祓
式
」

よ
り
年
越
し
の
大
祓
が
執
り
行
わ
れ

式
、
引
き
続
き
一
年
て
い
る
。

最
後
の
祭
典
と
な
る
定
刻
午
後
三

除
夜
祭
が
祈
願
殿
に
時
、
高
向
宮
司

お
い
て
斎
行
さ
れ
た
。
以
下
神
職
が
祈

当
日
は
早
朝
よ
り
願
殿
へ
参
進
、

の
強
風
が
次
第
に
暴
ま
ず
宮
司
が
祓

風
雨
と
な
り
、
神
門
前
で
の
斎
：
を
仰
し
、
葦
津
権
宮
司
が
大
祓

行
が
不
可
能
と
判
断
、
急
逮
祈
二
詞
を
奏
上
、
続
い
て
奉
仕
員
、
参

願
殿
に
お
い
て
の
大
祓
式
と
な
っ
二
列
者
各
人
に
配
ら
れ
た
「
切
麻
」

た
。
こ
の
よ
う
な
悪
天
候
の
中
‘
]
で
自
身
を
祓
い
、
「
祓
物
」
に
息

こ
の
一
年
間
の
罪
・
椴
れ
を
祓
清
：
吹
を
吹
き
か
け
切
り
裂
き
、
最

め
新
年
を
清
々
し
く
迎
え
よ
う
：
後
に
神
職
が
「
大
麻
」
に
て
天
・

と
約
三
百
人
の
参
列
者
が
詰
め

□地
・
人
形
・
罪
・
稼
れ
を
祓
い
清

掛
け
、
祈
願
殿
に
入
り
き
れ
な

□め
大
祓
式
は
終
了
し
た
。

い
程
で
あ
っ
た
。
一
引
き
続
き
除
夜
祭
が
執
り
行

当
社
に
お
い
て
は
七
月
と

□わ
れ
、
こ
の
一
年
間
の
宗
像
大
神

十
二
月
の
晦
日
に
大
祓
式
が
あ
二
の
大
御
恵
に
感
謝
申
し
上
げ
、

り
、
七
月
を
災
難
消
除
と
豊
作
こ
J
皇
室
・
国
家
益
々
の
繁
栄
、
そ

を
祈
る
「
夏
越
の
大
祓
式
」
、
そ
：
し
て
氏
子
崇
敬
者
の
幸
福
を
祈

し
て
一
年
の
罪
・
機
れ
を
祓
い
清
：
り
平
成
二
十
六
年
の
諸
祭
儀
の

め
新
年
を
迎
え
る
為
十
二
月
の
：
全
て
が
滞
り
な
く
修
め
ら
れ
た
。

祈年収御皆奉員十
つの穫神様告多一新
だ五を前か祭数時春
穀感にらがの‘の
豊謝献寄斎御氏—
穣す上せ行参子月
るしらさ列会十

無と、れれの総：：：
病井昨た 、下イ心五
心

: ¢尋、一奏：: : [ : : ［心
→~、

殿 祝係列ら記正でれ年おに を上事大典服社奉松祭
をそ福者し贈念義あ‘以勤は祭翠見に神にをに仕茂典

旦畠： : t ［皇塁： ［喜喜塁百合畏霊覧『喜冨真胃互
; ［］だ図畠冨嘉；9 : 9 i9 ̀ E 食塁ー皐震と 9[[ [ 

状小議行＾長 む‘ 鴫＇，塁らし表
と林員わ十年 ( し；し、 .~'、当てし

ー． rt9.. 9 

. ] しJーく＝ ゃ＇心 • • • • • • • •…••…• • •……..…·· • • • 

米 を過だ皆開
4 は尚後ごきでき
、、にす‘雑―

日御し事新者だ
ししま御方て諸々奉たがし・‘‘g
上‘す祈のお祭の納゜出いぜれ
げ心事念安供典乱い 来一ん、
まよを致全ぇの廷た る年ざ直
すり御しとし神示だ と清い会

°胃胃；塁碕 9 ］関 臭々しぎ［
申致りを様し、献 社くたて

、

‘`—/‘ 

ヽ~



第648号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 4

を
、
松
田
澄
江
氏
か
ら
は
野
菜
：
各
々
に
厄
除
・
晴
厄
の
同
年
講

日
の
御
芳
志
を
頂
き
「
開
運
大
鰤
こ
釘
願
祭
も
次
々
に
斎
行
さ
れ
、

疇
一
大
根
鍋
」
が
振
舞
わ
れ
、
大
島
な
境
内
は
旧
友
と
交
歓
す
る
人
々

一
1
―
宗
像
大
社
中
津
宮
が
鎮
座
す
一
そ
し
て
午
前
零
時
、
境
内
に
：
ら
で
は
の
冬
の
味
覚
が
参
拝
者
•
]
で
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

月
一

2

る
筑
前
大
島
は
人
口
約
七

0
0

：
年
明
け
の
号
鼓
が
響
き
渡
り
神
[
而
省
者
を
温
か
v

迎
ぇ
た

o

一
三
日
ヽ
午
前
十
二
時
:
冗
始

ヮ
一
人
の
島
で
あ
る
が
、
年
の
瀬
が
近
門
が
開
か
れ
る
と
、
初
詣
参
拝
・
午
前
七
時
、
御
神
前
に
島
内
祭
併
せ
宗
像
漁
協
大
島
支
所
の

年咋
づ
く
と
島
外
に
出
た
人
々
の
里
i
者
は
本
殿
へ
と
進
み
新
年
の
祈
：
外
か
ら
の
海
の
幸
•
野
の
幸
等
一
大
漁
祈
願
祭
が
高
向
宮
司
奉
仕

帰
り
で
そ
の
人
口
が
急
増
し
賑
：
り
を
捧
げ
た
。
：
が
供
え
ら
れ
、
元
旦
祭
を
斎
行
。
二
り
も
と
斎
行
さ
れ
、
奉
賛
会
・

わ
い
を
み
せ
る
。
一
社
頭
で
は
、
正
月
の
縁
起
物
二
国
家
安
泰
と
皇
室
の
弥
栄
、
国
]
異
賛
会
々
員
、
漁
協
役
員
、
漁

大
晦
日
午
後
五
時
、
神
門
前
二
り
破
魔
矢
、
干
支
の
一
刀
彫
等
こ
民
の
平
安
が
祈
念
さ
れ
た
。
」
業
従
事
者
が
参
列
し
、
悠
遠
の

で
年
越
大
祓
式
、
引
き
続
き
本
一
が
授
与
さ
れ
る
と
共
に
、
恒
例
の
―
二
日
、
大
島
で
は
毎
年
帰
省
二
白
、
元
始
を
偲
び
、
併
せ
て
本
年

殿
に
て
除
夜
祭
が
斎
行
さ
れ
、
二
中
津
宮
新
春
福
み
く
じ
」
が
翼
]
白
の
多
い
こ
の
日
に
、
一
足
早
<
[
初
頭
の
航
海
安
全
、
漁
業
繁
栄

平
成
二
十
六
年
の
祭
儀
が
滞
り
]
買
会
の
奉
仕
に
よ
り
行
わ
れ
、
二
成
人
祭
が
執
り
行
わ
れ
る
。
午
こ
か
祈
念
さ
れ
た
。

な
く
納
め
ら
れ
た
。
一
宗
像
農
業
協
同
組
合
大
島
支
店
こ
則
十
一
時
、
新
成
人
三
名
を
は
一
ま
た
、
十
一
日
に
は
今
年
還

：
よ
り
特
別
協
賛
を
賜
り
、
新
年
：
じ
め
多
く
の
島
民
が
中
津
宮
へ
二
暦
を
迎
え
る
二
十
九
名
の
還
暦

一
の
福
を
授
か
ろ
う
と
多
く
の
参
」
駆
け
つ
け
新
成
人
を
温
か
く
祝
一
奉
賽
祈
願
祭
が
盛
大
に
斎
行
さ

一
拝
者
が
詰
め
寄
せ
た
。
ま
た
、
」
福
し
た
。
：
れ
、
祭
典
後
に
は
樽
酒
の
鏡
開

]
境
内
で
は
大
島
巻
網
船
団
の
宮
一
そ
れ
を
前
後
し
て
、
三
十
三
：
き
や
餅
撒
き
が
行
わ
れ
、
島
内

一
地
丸
組
・
春
日
丸
水
産
が
寒
鰤
」
歳
、
四
十
一
歳
、
四
十
四
歳
の
；
各
所
を
廻
り
な
が
ら
祝
酒
も
振

舞
わ
れ
、
島
内
の
人
々
は
還
暦

を
祝
福
す
る
と
共
に
大
い
に
賑

わ
い
を
み
せ
た
。

中
津
宮
正
月
祭
諸
祭
典
斎
行

に
あ
た
り
、
多
大
な
る
御
協
力
、

御
協
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
・

崇
敬
者
の
皆
様
に
衷
心
よ
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

宗 MUNAKATA 材し
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次世1\L況匁この養成塾 I 宗像市内の中学生30名が新聞を作成
1 月 10 日から 3 日間、宗像市内の中学生30人を対象にした「次世代リーダー養成塾」が昨年に続き今年も行われ、 5組のグループが其々、新聞を

作成し、最終日に発表を行った。尚、優秀作品は西日本新聞 (1 月 28 日朝刊予定）に掲載され、当誌には5位の作品を掲載しております。
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;
,

I
i
グ
ュ

L
t
り

外

0

人
さ
仕
石
が
点
像
で
ナ
。
2
”
•
生

力
に
か
い
て
困
、
仁
と
さ
．
中
g
所

に
い
3
コ
・

9

シ
、
ル
．
ン
ユ
＂
＇
ゲ
ー

に
亀
菖
t
l
,
t
i
.
?
.
9
ァ
ッ
ェ

I
L
ツ

»
1
1
r
，
け
箪
g
で
各
》
e
外

k
あ
う
9
.
.
.
3
．
ー
テ
ィ
，
t
·
/
9
1

（
以
後
っ
.. 
ー
ヤ
・
9
)
に

"
3
n
.
9
,
'

置

I
L
:
'ユ
t
紅
介
f
l
.
B

言

T

ぃ

3
外
団
人
を
住
名
り
コ
・
ー
セ
ン
t
杓

“
．
問
艘
t
繕
決
で
さ
9
で
巧
の
情

穀
t
1
の
f
吋
に

V
S
(
"

コ
・
・
＿
t

ン

C
1
9

亨
？
ゃ
双

L
.
3

ッ
シ
ェ

I
L

ッ
・
パ
通
訳
9
9
.
t
れ
に
よ
り

外
0

人
を
住
名

:
2
愚
E

鱗
父
で

e

r
の
上
コ
・
／
シ
．

5

シ

X

テ
ム
ャ
．

"
"
‘
真

1

さ

x
K
.
:
;
f

r
"

骨
ね

一
人
で
設
嗜
で
疇
｀
3

仕
浅
に
入
リ
．

r
.
?
k
V
3
セ
1
う
．

定
柱
者
乞

魯
炉

1
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胃儡孟皇召互；今 （続）
来さに年朝没る年
られ帰退日し゜は
札てら職新てあ終

房以九昇開誓腐烹
家゜地て八七大ら
ヘ昨元、板十戦七
立年で故俊年艦十
寄夏文郷輔で大周
ら福筆種氏あ和年
......................................................................... 

し海緯経あ影水向穴あ大呼るし のおれのられ
沖て底三ーるが平ががり和ば大の碑写願ば碑種た
縄い：：：：：： ＋二°見線大穿‘沈れ和おは真い写が子が
水召面度八石ぇiし和たそ没る夕io も種がし真あ島‘
上 0 四度柱るぼ沈れの方丘暉、；て子数万をるにそ
嬰 闘主悶図且＄麿摩喜向にかと島督た撮と元腐
旦 倫予ど喜靡贔信怠喜：喜。息ヽ： : ; : : 9 :: 
で が七秒 km 毛長な又、石その町市たーさ会方板
昭 沈秒、、島いるる丸柱こ塔にっ゜碑いが向氏
和 没の北東で島。方いがにとあiし ーとあーか
.................................................................................................................................................................................................................. 

径艦なルに大のり砲舵ひラ が和平と機目駆戦二
ー首曲岱な和か‘頭‘つイー入沈成駆の指逐艦＋
五の線バつの、砲はスく卜大り没十逐攻し艦大年
菊に て巨姿身ークりを和調の一艦撃、八和四

: ; 9 ]悶姿は晨ぢ l｛：り［夏塁国旦喜閂胃亘奥
門ょs' 嘉悶昇え門胃眉S 艦喜篇〗悼九悶：盲よ霜晶
書亙姜差戸竺t竺ぢ峯胃雰息゜螂丸雰：出血夏叫輝直、かバつーる返。主。、 船大：矧載を団撃
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

の底通フのた場りし籠てうとたてら組深瓶ほ指引 威しれい
姿に巻‘全°を上たつ―‘なきのいれ員査なか揮きー厳て‘て
で沈四元巴凧離げ二な天気だはたる二船ど‘装揚潜をぃ貝い
あん 0 九＾艦禁て、在そは唸；薮三喜在闘甕喜房宮虐胃雰§窟姦
り、言開翡：奇；漁日眉雙で゜組人を次乗十用ーれのさ、が章
遺る号十ヒ← tー船程かに巴ヽのの淡々しーの、部た了せそ閲 9
骨大一月グ海なでをら自とが靴顔々とた点、：や遺ム召れしッ
類和海、ラ底っ現切体室言詰底色と引大iし、伝品

ー］＇I-!日［［日［国9―:』i亨定丞乏三二：可のミこの近本共二所和叩う民報聞 に
燃前ユれを＜釣同十 • °家じ＾昨は
物にしを見のり経二有第裏黒にら夕年触

よ青嘉皐悶悶芯沈慕謬覧乏言区冒冒門竺竺土贔胃忠悶竺貸昇
てた流海人いた没しに対でしもにかて九よ分文縦さい大十芯
いのれにがうと後て揚策はt 浮鹿ぃ四れ隊字門れた和日な
るでっ落何°は海いげを一直塁ぃ児た七ば長で cm て の付ぃ
。はいとら一考 たぺ徹特 て島ヵ 、 一、ぃ日黒の。
なてし力、手ぇ苫。ン底攻の名いのッ芭昭笈軍横た南板朝
ぶ回、のににヵ、 キし作大ぅる甑オ春 字艦五と市一日
←収そ理入くっ も、戦和。も島一、和、大十いのが新
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宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

北
九
州
市
八
幡
西
区
曽
川
恵
美
子

胴
長
き
小
犬
「
つ
」
の
字
に
日
向
ぼ
こ

一
福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

一
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
の
冬
芽
は
白
き
刺
の
ご
と
く
細
く
鋭
き
光
を
反
す

~
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
は
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」
と
も
呼
ば
れ
る
木
。

]
一
，
五
月
に
白
い
花
の
咲
く
と
き
の
美
し
さ
も
だ
が
、
こ
の
歌
か
ら

i
冬
芽
の
鋭
さ
も
見
た
く
な
っ
た
。
三
句
は
〈
刺
の
ご
と
〉
に
。

~
北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ

宗
像
市
宮
田
山
本
精
子
i

ニ
ェ
ロ
爺
と
い
ぢ
わ
る
婆
が
長
命
」
と
講
演
き
き
ぬ
わ
れ
は
い
か
な
る

丈
高
く
赤
き
ジ
ャ
ン
パ
ー
犬
つ
れ
て
坂
下
り
く
る
下
月
の
明
~

~
鍵
括
弧
内
の
講
演
の
言
葉
に
考
え
て
し
ま
っ
た
作
者
。
こ
こ
は

颯
爽
と
坂
を
下
り
て
く
る
若
い
男
性
を
想
像
さ
せ
爽
や
か
な
歌
。
＂

・
ニ
句
は
〈
赤
き
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
人
〉
に
。
三
句
は
〈
犬
を
つ
れ
〉
と
~

一
す
る
と
調
べ
が
締
ま
る
。
結
句
は
霜
月
で
は
？
•
[
自
分
を
出
さ
ず
に
結
句
は
〈
市
民
大
学
で
〉
〈
健
康
相
談
会
で
〉
な

~
ど
と
し
て
み
て
は
。

~
宗
像
市
池
田
森
龍
子

宗
像
市
多
證
早
川
祥
三

一
こ
の
家
の
電
飾
さ
れ
し
庭
の
樹
々
い
つ
眠
る
の
か
夜
通
し
照
ら
す

生
き
て
い
る
山
も
空
気
も
手
も
足
も
思
い
切
り
伸
ぶ
影
冬
木
立
~

~
表
に
は
見
え
な
い
も
の
を
詠
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
こ
の
歌
の
良

言
葉
が
多
す
ぎ
て
、
作
者
の
意
図
が
分
か
り
難
い
の
で
、
思
い
~

□]
}
五
鱈
<
[
い
五
鱈
]
°
切
り
手
足
を
伸
ば

]
1。
J
ろ
゜
華
や
か
な
電
飾
の
陰
の
、
木
々
の
健
康
を
案
じ
る

~
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
~

]
看
護
師
に
呼
ば
れ
た
る
婦
人
は
こ
ぶ
ね
に
乗
れ
る
ひ
と
の
ご
と
く
瞳
を
ひ
ら
く

戦
ひ
に
生
き
の
こ
り
た
り
報
恩
講
に
声
な
く
唱
ふ
「
同
期
の
桜
」
~

~
病
院
の
待
合
室
の
情
景
、
表
現
に
冒
険
を
し
た
作
者
。
し
か
し

こ
れ
ま
で
に
投
稿
さ
れ
た
歌
か
ら
従
軍
看
護
婦
を
さ
れ
て
い
た
の
~

か
と
思
っ
作
者
だ
が
、
戦
争
で
生
き
残
っ
た
こ
と
を
仏
様
に
感
謝
し
一

＿
同
僚
や
行
動
を
共
に
し
て
い
た
兵
士
の
冥
福
を
祈
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
°
]
比
喩
が
適
切
か
ど
う
か
は
疑
問
、
再
考
を
。
三
句
の
平
仮
名
表

~
記
は
、
〈
方
舟
に
〉
か
〈
ー
は
小
舟
に
〉
な
の
か
一
読
で
は
分
か
り

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
[
難
い
の
で
漢
字
表
記
に

o

新
雪
の
と
け
て
乾
き
し
庭
へ
降
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
素
振
り
を
す
な
り
[

季
節
感
が
あ
り
、
元
気
な
作
者
の
姿
が
う
か
ぶ
歌
。
結
句
は
〈
素
一

一
振
り
を
し
居
り
〉
と
す
る
と
臨
場
感
が
出
る
。
一
◆
選
者
詠

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
一
晴
天
の
き
の
ふ
無
か
り
し
洗
濯
物
雨
ふ
る
今
日
は
か
ご
に
溢
る
る

村
社
よ
り
百
の
石
段
下
り
し
と
こ
ろ
こ
と
し
は
不
作
の
柿
の
木
い
っ
ぽ
ん
i
雪
消
え
し
花
壇
に
ひ
そ
と
伸
び
て
を
り
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
茎
や
は
ら
か
く

村
社
と
不
作
の
柿
の
木
が
よ
く
合
い
、
晩
秋
の
神
社
が
見
え
て
[

、
ー
く
る
。
上
の
句
。
下
の
句
と
も
に
体
言
止
め
な
の
で
、
結
句
は
〈
柿
一

一
の
木
が
た
つ
〉
と
動
詞
の
終
止
形
に
。
一

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀
[

返
り
咲
く
桜
の
花
を
眺
め
つ
つ
小
春
日
和
の
山
里
歩
く
[

小
春
は
旧
暦
の
十
月
あ
た
り
、
十
一
月
頃
。
返
り
咲
く
桜
と
、
小
~

春
日
和
の
山
里
と
、
調
べ
の
良
さ
で
気
分
良
く
詠
ま
れ
た
歌
。
一

俳
句0

ロ

宗
像
市
多
證
早
川

霧
晴
れ
て
虹
鱒
の
朝
き
ら
め
か
せ

祥

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
・
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

一枯K甜曲一
つ e なみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭、第二宮•第三宮祭、
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

口
~
[
日
]
こ
』
二
[
汀

方
々
に
御
参
拝
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
折
、

小
雪
の
舞
う
元
旦
、
一
時
的
に
天
気
が
回
復

し
、
初
日
を
拝
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

初
日
を
浴
び
神
々
し
く
輝
く
本
殿
に
新
し
き

年
の
祈
り
を
捧
げ
る
人
々
、
写
真
や
絵
で
見

る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
光
景
を
目
に
し
、
眠

気
も
吹
っ
飛
び
、
清
々
し
い
心
持
に
な
れ
ま

し
た
。
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
新
年
に

良
く
耳
に
す
る
言
葉
で
は
な
い
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
光
景
を
前
に
平
成
二
十
七
年
最
高

の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
た
か
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
一
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

▼
「
鬼
は
ー
外
、
福
は
内
」
節
分
の
二
月
三
日

は
豆
撒
き
を
…
十
一
時
か
ら
祭
典
で
す
。
多

く
の
ご
参
列
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。
（
鈴
）

3日節分祭
午前11 時～於＝本殿

豆打ち式

午前11 時30分～於＝斎館前
•••••••••••••••••••••••••• 
11 日建国祭
午前11 時～




